
                   　 図のよ う な長さ が１  m ， 断面が２  ０  mm× ２０  mm の正方形の鋼材を 軸方向に

４０  kN で引っ 張る と ， １  mm 伸びた。 フ ッ ク の法則が成り 立つと き ， こ の鋼材の弾性係

数（ ヤング係数） はいく ら か。

１ ．６．０×１０4 N/mm2　

２ ．８．０×１０4 N/mm2　

３ ．１．０×１０5 N/mm2　

４ ．１．２×１０5 N/mm2　

５ ．１．４×１０5 N/mm2　
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                      ト ラ バースの種類に関する次の記述Ａ ～Ｃ に当てはまるも のの組合せと し て

妥当なのはどれか。

Ａ ． 終点の座標が未知なト ラ バースであり ， 測量の正確さ を確かめら れないので， 高い

精度を必要と し ない場合に用いら れる。

Ｂ ． ある点から 始まり ， 最後にふたたび出発点に戻り ， 全体で一つの多角形をつく るト

ラ バースである。

Ｃ ． 既知点を結び， 既知点の間の新点（ 未知点） の位置を求めるト ラ バースである。

Ａ Ｂ Ｃ

１ ． 結合ト ラ バース 開放ト ラ バース 閉合ト ラ バース

２ ． 結合ト ラ バース 閉合ト ラ バース 開放ト ラ バース

３ ． 開放ト ラ バース 結合ト ラ バース 閉合ト ラ バース

４ ． 開放ト ラ バース 閉合ト ラ バース 結合ト ラ バース

５ ． 閉合ト ラ バース 結合ト ラ バース 開放ト ラ バース

例題　高校卒業程度（専門・土木02）　　　　　　　　　　　　　　　　　【正答番号4】


